
ゆ小泉パーティご案内

ヂユ
くまＬ

蕊

☆
テ
ル
マ
サ
。
コ
ジ
マ

初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く

昨
今
、
〃
夕
ぐ
れ
〃
と
か
〃
た

一
そ
が
れ
″
と
か
、
い
か
に
も
世

紀
末
的
な
言
葉
が
流
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
極
め
つ
け
と
も
い

う
べ
き
「
小
島
輝
正
た
そ
が
れ

リ
サ
イ
タ
ル
」
が
昨
年
塑
月
２

日
、
神
戸
風
月
堂
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
、
神
戸

大
学
を
退
官
後
、
松
蔭
女
子
学

院
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
小
島

輝
正
さ
ん
の
、
持
ち
前
の
美
声

と
軽
妙
な
話
術
を
肴
に
、
グ
ラ

ス
片
手
に
大
い
に
湧
い
た
二
時

間
。
そ
こ
に
は
、
徹
底
し
て
シ

ャ
レ
の
め
そ
う
と
の
小
島
さ
ん

の
サ
ー
ビ
ス
砦
埋
件
が
あ
ふ
れ
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
の
中
田
実
郎
さ
ん

可

職

と
も
ど
も
、
満
員
の
聴
衆
か
ら

拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
た
。
ち

な
み
に
当
夜
の
演
し
も
の
は
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
で
あ
り
、
小
粋
な

流
行
り
歌
で
あ
っ
て
、
残
念
な

が
ら
「
矢
切
の
渡
し
」
が
聴
か

れ
な
か
っ
た
。

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

熱唱するムッシュ・コジマ

☆
〃
お
か
あ
ち
ゃ
ん
を
励
ま
す
″

春
木
一
夫
さ
ん
を
語
る
集
い

ち
ょ
う
ど
一
周
忌
を
迎
え
る

岨
月
訂
日
、
県
民
会
館
に
お
い

て
、
亡
き
春
木
一
夫
さ
ん
の
遺

稿
「
神
戸
ビ
ー
フ
の
謎
を
探

る
」
の
出
版
記
念
を
兼
ね
た

「
春
木
一
夫
さ
ん
を
語
る
集
い
」

が
開
か
れ
た
。
未
亡
人
を
励
ま

す
意
味
で
も
あ
る
こ
の
会
で
、

夫
人
は
「
主
人
が
最
後
ま
で
夢

見
た
蒙
古
の
地
に
骨
を
埋
め
る

ま
で
は
一
生
懸
命
に
生
き
る
つ

も
り
で
す
」
と
感
動
的
な
挨
拶

を
。
作
家
の
足
立
巻
一
さ
ん
、

灰
谷
健
次
郎
さ
ん
、
大
衆
文
学

研
究
会
関
西
支
部
長
松
原
清
人

さ
ん
な
ど
、
春
木
さ
ん
に
ゆ
か

り
あ
る
人
々
が
大
勢
集
い
、
春

木
さ
ん
の
愛
し
た
歌
を
中
心
に

ユ
ニ
ー
ク
な
会
と
な
っ
た
。

★
知
香
流
、
春
に
寿
ぐ

昨
年
の
秋
、
兵
庫
県
の
文
化

賞
を
受
賞
し
た
知
香
流
の
家
元

成
瀬
香
梅
さ
ん
と
理
事
の
香
慕

さ
ん
ご
夫
妻
を
囲
む
新
年
会
が

１
月
７
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

：

大勢の人々に囲まれた
おかあちゃん

ル
で
、

》
全
国
の

っ
知
香
流

雲
の
幹
部

一
」洞

や
お
弟

娠
子
達
が

約
一
一
一
○

○
名
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
。
ゲ

ス
ト
の
中
か
ら
金
井
元
彦
県
立

近
代
美
術
館
長
、
砂
田
重
民
衆

議
院
議
員
夫
人
の
砂
田
泰
子
さ

ん
、
山
本
敏
雄
県
生
活
文
化
部
・

長
、
小
林
神
戸
新
聞
事
業
局
長

な
ど
の
心
温
た
ま
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
そ
し
て
荒
尾
親
成
さ
ん

の
音
頭
で
乾
杯
。
若
柳
吉
金
吾

師
の
祝
舞
や
、
司
会
進
行
の
竹

村
ま
こ
と
の
腹
話
術
な
ど
な
ご

や
か
な
新
春
の
集
い
で
あ
っ

た
。

。
、
９
０
０
９
０
．
９
』
９
０

☆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸

ク
リ
ス
マ
ス
に
集
う

恒
例
の
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
神
戸
（
間
会
長
）
主
催
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
が
、
十
二
月

十
五
日
に
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
ル
ー
ム
で

開
か
れ
た
。
働
く
女
性
の
奉
仕

団
体
と
し
て
の
地
道
な
活
動
が

続
い
て
い
る
が
、
今
回
は
三
一

バ
ー
シ
ア
ー
ド
拝
一
前
に
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス
ポ
ー
ッ
カ
ラ

ー
。
招
待
を
受
け
た
施
設
「
希

望
の
家
」
の
子
供
た
ち
や
先
生

方
も
大
喜
び
。
ま
た
当
日
神
戸

新
聞
厚
生
事
業
団
へ
寄
付
金
を

渡
す
セ
レ
モ
ニ
ー
も
あ
っ
た
。

心あたたまるステキな会が

ザ

| ●小泉パーティは
1 結婚を希望する男女にお見合や愛好会；
i によって健全なご交際のお手伝いをいｉ
ｌたします｡身元の確かなことは良縁の!
! 第一条件です｡ 身元の確かな方々 の会！
i 員制の集いです。

１．入会金1 0 , 0 0 0 円･ 年会費1 0 , 0 0 0 円｜

Ｉ神戸マリッジヘ（無料）
ｉ楽しいご婚礼のお買物をご予算に応じてプﾗ ﾝ ：
I ニングし、神戸の一流の専門店をご紹介いたしまＩ
'す。
iく陸賛店＞
ｉ家具の江戸屋・宝石のタジマ・ふとんのつゆき！
ｉ紳士服のニッケショールーム・和装のみよしや｜
ｉ旅行の日本旅行・他各種の専門店
Ｉ小泉パー ﾃ鞭のご案内･入会書類ご希望の方は’
1 本務局〒6 5 0 中央区江戸町1 0 0 高砂ビル5 1 ＯＩ
Ｉコミュニティサービス内麓3 9 2 - 0 2 0 Ｏ小泉正巳Ｉ
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駕霊蕊Ｎ

③ｅ山榊轄久焼鳥釜めし
神戸市東灘区本山北町３－１１本山市場東(阪急岡本･国鉄摂津本山各駅から徒歩3分）
電話( 0 7 8 ) 4 5 2 - 2 9 0 5午後5時- 1 0時月曜体(駐車鴫が近くに変わりました）

蝿謹Ｉ

から丹念に集めた器の肌触わりをもご賞味いただけます。眼で舌でお楽しみ下さい。
※ｺ ｰ ｽ ( 皮・ズリ･ きも．ねぎ身‘ﾐ ﾝ ﾁ ･ 野菜２祁顛）の他腫､ 旬の味としてW ﾙ ﾈ ギ､ 椎の美味しい季節です｡

わいのある古陶器。季節の風味とともに、全国

；
篭｡ 蜂篭届＃

鍵鱗鍵議

鴬 事･ 偽響瞬農 Ｆａ

鳥
鯵

曇
形
や

料理を盛りつけた器は、いずれも味

〆‐ｗ［

一
議誼

震弓蚕存一

邸１

i謹蕊鶏
酬
鉾

■
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雛

鴬蕊懲
魂1 ぎﾏ 齢

鵠

伊浄

蹴驚

蕊 、
霧控謹#

熱いものは熱く冷たいものは冷たく 溺鮭準説財

海の幸の盛り合わせを自慢とする、モダソなフラソス
料理の店。シェフの朝の中央市場への仕入れも、当店の
味の秘訣。その日の味覚による6 0 0 0 円からのコースに、
数種のワインをそえたすてきなディナーをお届けします。 識

賊

盤撰圭誌

126綴

篭霞篭

ぐ
。
「
一
○
厘
の
○
一
の
ゴ
の
⑦
一
コ
毒
Ｕ
ｏ
の Ｉ

中央区北野町３丁目１－１
恋２４２－４１８８

幻

/７ｋ

グﾙ ﾒ が奨めるフランスの味 識
議
鐸
雲
輔
鞠
識

オーベックファソとはフランス語で「見事なくちばし」
の意味。料理の味にはどこまでもうるさくという願いを
こめています。伊勢エビをはじめ魚介類の味が冴える季
節。もちろん肉料理にもご満足いただけます。 簾

騨
酔
‐
鍵
く
ぷ
鳴
灘
識
蝿
議

蕊議 賊
熱蝋’

:灘
ｮ電唱屯

蕊

オーベノフフγ；’

鴬

屋
呼
一

灘伎岩屋中町４－２－１５島文第３ビル９Ｆ公8 8 1 - 1 5 3 0
11:30AM～2:3OPM・４:3OPM～10:3OPM無休

今宵ひととき本もの趣向……
加神戸ビーフの街, 'の中で「肉刺の店」の異名を誇るス
テーキハウス水野。灘区水道筋、肉の老舗水野商店から
選りすぐった本当の神戸肉の味をお届けします。北野町
異人館めぐりのひとときに、気軽に寄れるお店です。
ラソチ‘(lUlll:30～PM2800）ローストピーフ￥1500(他）ディナー伯,１５:00~PM9:00）神戸肉ステーキ￥6000より神戸牛刺身￥1500

神戸ＳＴＥＡＫＨＯＵＳＥ倶楽部

水野
中央区中山手通1 - 2 4 - 1 3 ペソシルビル1 后

公2 4 1 - 7 5 0 0
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醐驚,輪．

中央区北長狭通２－５－１２
壷3 3 1 - 9 5 8 0

~ 守

識神戸の中のドｲ ﾂ がここにが i:寒譲驚議
鶴３月３日の７周年記念日にはぜひお越しください。

ドイツ人オーナーのお薦め料理は特製ソースで煮込んだ
ルーラーデン(￥2 9 0 0 )とサワーブラーテソ(￥4 8 0 0 )。北
野町からハイデルベルクへ、味のタイムトリップを。
ランチ／￥2 2 0 0 < 1 2 : 0 0～2 8 0 0 )、デイナーコース／￥3 8 0 0～￥鴎００
営業時間１１:3 0～2 2 : 0 0 (オーダーストップ21 : 3 0）毎週水曜定休･祝日の埋合は木曜休

ＤＥＵＴＳＣＨＥＳＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ

遍噂伽l I j噸
中央区山本通２－８－１５口一ズガーデソビル

毎2 2 2 - 1 4 2 4

認逗畠岬咋弓

乙
○
①
刀
①
里
Ｑ
皇
○
ユ
のＩ

チャイナムードの南京町に１月１１日オープン。大東八
郎氏の三男のステーキのお店です。２０種類のワインと一
緒に、ゆったりとくつろいでコウベビーフをお楽しみ下
さい。ステーキラソチ￥1 5 0 0 、定食は￥3 5 0 0 から。

コウベビーフにワインを選んで

申強

驚蝿
Ⅱ

鱗ｉ錬
識
篭
騒
灘

S t e a k H o u s e

S a n c e l P r e

oｎoｎ

蟻
譲
》

１
驚
剃
塵

¥ 興韓
L 恥唖埋逝l 蝉：

癖鑑jＰｉ

中央区元町通１丁目３－７チヤイナスクエアー２Ｆ
公3 3 1 - 3 5 2 4

127
ビーフステーキルーム

ＩｍＩ俗

もと神戸船舶倶楽部内ＫＳＣスナックバーのチーフだっ
たオーナーが、永年使い慣れたフライパソであなたの舌
に合う肉の焼き方､ 肉の味を日夜研究｡ 古伊万里の食器を
使うなど粋なテーブルの演出にも心安らぐことでしょう。
ラソチタイム／￥100 0 ､￥20 0 0 ､ヒレコース／￥400 0～￥６０００
営業時間／1 1 : 0 0～ラストオーダー2 1 :００日曜定休(前日までに予約があれば営業）

＃

綴
勝負は味肉を焼くことに賭･ け･ る鱗
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へ

も＝
生
ま
れ
て
初
め
て
献
血
を
し
た
。

今
ま
で
に
街
角
で
は
何
度
も
移
動
採
血
車
を
見
か
け
る
た
び
に

た
め
ら
っ
て
い
た
が
、
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。
血
を
採
ら
れ
る
と

い
う
の
は
何
と
な
く
い
い
気
持
の
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、

採
血
し
た
後
、
身
体
に
微
妙
な
変
化
が
起
こ
り
は
し
な
い
か
と
い

う
漠
然
と
し
た
不
安
感
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
中
央
区

坂
口
通
り
に
あ
る
兵
庫
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
取
材
に
行

き
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
献
血
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
受
付

で
住
所
と
名
前
な
ど
を
記
入
し
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
血
液
型
判

定
、
比
重
測
定
な
ど
を
し
て
献
血
が
で
き
る
状
態
か
ど
う
か
を
ま

ず
調
べ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
二
○
○
ｍ
２
の
採
血
。
採
血
時
間
は

約
三
分
。
受
付
か
ら
採
血
終
了
ま
で
約
一
○
分
。
そ
し
て
ジ
ュ
ー

ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
○
分
程
休
憩
を
し
て
い
る
と
献
血
手
帳

が
交
付
さ
れ
た
。
採
血
後
も
身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
全
く
変

ら
な
い
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
終
っ
た
と
い
う
感
じ
で
今
ま
で
の
献

血
に
伴
う
不
安
感
は
全
く
フ
シ
き
れ
て
し
ま
っ
た
。

毒
神
戸
を
福
祉
の
街
に
〈
皿
〉

橋
本

｛壁

明
く
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
零
務
局
長
〉当

血
液
セ
ン
タ
ー
の
広
報
係
長
の
栗
田
正
俊
さ
ん
か
ら
献
血
の

歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

献
血
は
昭
和
妬
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
頃
は
売
血
に
よ

っ
て
血
液
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
が
訂
年
頃
か
ら
売
血
の
弊
害
が

か
な
り
出
て
き
た
の
で
売
血
追
放
運
動
が
起
こ
り
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ

ー
事
件
な
ど
を
契
機
に
し
て
羽
年
か
ら
輸
血
用
血
液
は
献
血
に
よ

る
こ
と
に
し
、
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

需
要
が
多
く
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
に
、
献
血
を
し
た
者
が

優
先
し
て
輸
血
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
、
〃
預
血
″
と
い
う
考
え

方
が
広
が
っ
て
い
っ
た
た
め
、
手
帳
が
売
買
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

も
起
こ
り
、
ま
た
輸
血
を
受
け
た
患
者
の
負
担
が
増
え
る
た
め
に

師
年
４
月
よ
り
預
血
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

し
か
し
、
そ
れ
が
変
っ
て
も
訂
年
度
は
採
血
本
数
は
５
％
伸
び
て

い
る
が
関
西
だ
け
が
落
ち
こ
ん
で
い
る
。

「
実
利
的
な
関
西
人
気
質
が
献
血
に
も
現
わ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
か
ね
」
と
栗
田
さ
ん
は
笑
う
。

記
年
か
ら
師
年
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
献
血
者
は
会
社
員
、
公

務
員
、
自
営
業
が
減
り
、
学
生
だ
け
が
増
え
て
い
る
。
性
別
で
は

男
性
が
減
り
、
女
性
が
増
え
た
。
年
代
で
は
三
○
代
以
上
が
減
っ

て
蛤
歳
ｌ
豹
歳
が
増
え
た
。
そ
し
て
今
で
は
全
献
血
量
の
半
分
以

上
は
一
一
○
代
以
下
で
あ
る
と
い
う
。
高
校
生
や
大
学
生
の
献
血
が

多
く
、
「
献
血
は
若
い
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」

と
い
う
栗
田
さ
ん
の
言
葉
は
大
き
い
意
味
を
も
つ
。
昨
年
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
献
血
も
増
え
て
い
る
の
で
学
校
へ
採
血
車
を
運
ん
で
婦
人
層

’
1２８
１

1Ｊ

献血を呼びかける栗田さん

が

り
な
い
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初の献血を謬彊筆者潔献血前の不安感は: ７篭f き範た

へ
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
八
台
の
移
動
採
血
車
を
も
ち
、

神
戸
市
内
だ
け
で
な
く
、
阪
神
間
、
明
石
市
、
三
田
市
、
西
脇
市

三
木
市
、
小
野
市
、
洲
本
市
な
ど
の
範
囲
で
街
頭
献
血
を
行
な
っ

て
い
る
。
街
頭
献
血
の
場
合
、
一
日
平
均
一
一
○
人
ぐ
ら
い
の
献

血
者
が
あ
る
が
、
元
町
や
三
宮
駅
前
だ
と
一
一
○
○
人
ぐ
ら
い
に
も

な
る
と
い
う
。

午
後
一
時
に
な
る
と
年
坐
削
中
に
採
血
し
た
血
液
が
採
血
車
か
ら

こ
の
血
液
セ
ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
て
く
る
。
一
日
平
均
五
○
○
本
’

六
○
○
本
に
も
な
る
そ
う
だ
が
、
こ
こ
へ
運
ば
れ
て
き
た
血
液
は

梅
毒
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
Ｈ
Ｂ
抗
原
検
査
、
そ
の
他
の
検
査
を

i蕊灘議蕊懇’

職鍵騨:瀞

議
鋳
鋳
灘 鶴蕊ii蕊：

街頭献i 雌蕊i 溺溌涛奮御協力j < 溌さ嘘

坤
稗
‐

斜Ｐ

県瀧剖f 憐美術鰭僅近鰐兵庫県赤３ｋ字j i X 液営ジター

受
け
、
輸
血
に
適
格
か
ど
う
か
を
調
べ
、
血
液
成
分
製
剤
に
分
離

さ
れ
て
必
要
と
す
る
医
療
機
関
へ
送
り
出
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
で
は
約
七
○
○
カ
所
の
病
院
な
ど
へ
血
液
を
供
給
し
て
い

る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
場
合
は
他

府
県
の
血
液
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
不
足
分
を
補
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、
今
後
必
要
な
血
液
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
蛸
歳
以
上
の
若
年
層
の
献
血
に
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。
小
、

中
学
校
の
教
育
の
な
か
で
献
血
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

鴇

け
て
い
る
。
こ
れ
は
血
液
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
し
て
お
き
、
必
要

が
あ
れ
ば
セ
ン
タ
ー
か
ら
献
血
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
年
一
一
’
三

回
献
血
を
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

な
お
、
献
血
者
に
は
全
員
、
献
血
の
都
度
血
液
セ
ン
タ
ー
よ
り

血
液
生
化
学
検
査
の
結
果
が
届
く
の
で
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

献
血
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
ど
う
ぞ
。

兵
庫
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
二
丁
目
一
’
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
八
（
一
一
二
二
）
五
○
一
一
（
代
）

若
い
時
に
献
血
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
ま
た

親
子
で
献
血
に
い
き
、
親
が
献
血
す
る
様
子
を
子
ど
も
た
ち
に
も

見
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
栗
田
さ
ん
は
自
ら
も
大
学

生
な
ど
の
献
血
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
か
か
わ
り
、
若
い

人
た
ち
の
献
血
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
と
手
術
な
ど
で
輸
血
の
需
要
は

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
に
血
液
を
提
供

す
る
中
心
は
人
口
の
少
な
い
若
年
層
の
肩
に
か
か
っ
て
く
る
。
若

い
人
た
ち
に
献
血
へ
の
関
心
と
理
解
を
よ
び
か
け
る
努
力
は
不
可

欠
な
の
だ
。
ま
た
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
い
ざ
と
い
う
時
に
必
要

な
血
液
を
安
定
し
て
確
保
す
る
た
め
に
「
献
血
登
録
」
を
よ
び
か

１
１２９
１
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た
も
の
で
、
花
隈
弁
天
、
佐
比

仰
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

１
１３０
１

☆
２
月
８
日
は
「
事
始
」
の
日
な
行
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
も
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
の
な
の
「
事
」
が
婦
人
の
場
合
、
「
針
淡
島
信
仰
の
起
源
は
、
元
禄

か
で
春
を
待
ち
の
ぞ
む
頃
、
日
仕
事
」
に
あ
た
る
と
し
て
、
２
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ

本
人
の
心
の
優
し
さ
を
示
す
よ
月
８
日
に
針
供
養
が
行
わ
れ
る
る
。
「
あ
わ
し
ま
」
と
呼
ば
れ
る

う
な
行
事
が
あ
る
。
毎
年
２
月
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
一
種
の
巡
礼
が
、
淡
島
神
の
縁

８
日
、
厳
島
神
社
（
正
確
に
は
い
る
。
（
注
。
正
月
の
神
事
が
哩
起
を
唱
え
て
諸
国
を
巡
回
し
、

境
内
神
社
の
淡
島
神
社
）
で
行
月
８
日
か
ら
始
ま
り
２
月
８
日
祈
願
す
れ
ば
婦
人
病
に
対
し
て

わ
れ
る
「
針
供
養
」
で
あ
る
。
に
終
る
の
で
、
岨
月
８
日
を
事
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
こ
と
を
声

こ
の
日
、
婦
人
は
一
日
針
仕
事
始
、
２
月
８
日
を
事
納
と
す
る
高
く
説
い
た
。
民
衆
の
信
仰
が

を
休
み
、
古
針
や
折
針
を
集
め
説
も
あ
る
）
高
ま
る
に
つ
れ
、
や
が
て
針
供

て
供
養
し
、
淡
島
神
社
に
納
め
☆
淡
島
の
神
は
も
と
も
と
養
の
風
習
も
一
層
盛
ん
に
行
わ

る
と
い
う
習
わ
し
で
あ
る
。
婦
人
の
守
り
神
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

陰
暦
の
２
月
８
日
は
、
一
年
針
供
養
に
お
把
り
す
る
淡
島
☆
外
弁
天
は
平
清
盛
が
祁
っ
た

の
農
耕
始
め
に
あ
た
る
こ
と
か
の
神
は
、
古
来
か
ら
婦
人
病
の
七
弁
天
の
ひ
と
つ

ら
「
事
始
」
と
し
て
い
ろ
い
ろ
神
様
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
厳
島
神
社
は
今
か
ら
約
８
百

労
わ
り
と
感
謝
の
心
を

①
兵
庫
界
隈
記
（
餌
）
冬
の
歳
時
記

こ
め
て
〃
針
供
養
〃

賑わう針供養（写真提供／厳島神社）

集
め
て
い
た
。
こ
れ
が
婦
人
の

婦
人
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
を

裟
利
Ⅱ
針
と
な
り
、
淡
島
神
を

行
事
で
あ
る
針
供
養
の
祭
神
に

祭
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説

つ
な
が
っ
た
も
の
と
想
像
で
き

は
り
さ
い

る
。
ま
た
淡
島
神
社
は
裟
利
才

に
よ女

と
俗
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、

勧
請
し
、
把
ら
れ
た
と
い
わ
れ

年
前
、
平
清
盛
に
よ
っ
て
、
安

芸
国
の
厳
島
神
社
か
ら
兵
庫
に

い
る
が
、
福
原
京
遷
都
に
伴
い

江
弁
天
（
西
出
町
の
鎮
西
稲
荷

平
清
盛
が
平
家
一
門
の
氏
神

を
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

と
し
て
安
芸
の
厳
島
明
神
を
信

そ
の
周
辺
に
七
社
の
厳
島
神
社

る
。
こ
れ
が
七
弁
天
と
称
さ
れ

て
い
る
ｃ

F◎
ish‐『
◎ｄｓ §
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現
在
は
な
い
）
夢
野
弁
天
（
氷

室
神
社
内
）
西
宮
内
弁
天
（
済

鱗
寺
内
、
現
在
は
な
い
）
真
野

弁
天
（
真
光
寺
内
）
渦
輪
弁
天

（
水
木
通
あ
た
り
、
現
在
は
な

い
）
と
、
こ
の
厳
島
神
社
の
外

弁
天
で
あ
る
。

俗
に
外
弁
天
と
呼
ば
れ
て
い

た
の
は
、
兵
庫
の
町
の
外
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

福
の
神
と
し
て
庶
民
の
信
仰

の
篤
い
、
恵
比
須
、
大
黒
、
毘

沙
門
、
弁
天
、
福
禄
寿
、
寿
老

人
、
布
袋
の
七
福
神
の
中
で
、

弁
財
天
だ
け
が
女
性
で
あ
る
こ

と
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
こ
と
と
、
針
供
養
と

い
う
女
性
を
対
象
と
す
る
祭
り

が
厳
島
神
社
内
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
は
あ
な
が

本社･ 工埋兵庫区下沢通7 丁目１番2 号
ＴＥＬ(0 7 8 )５７７－３５８１

直売店三宮支店、そごう店、垂水駅
ショッピングセンター、
大丸新長田店くジョイプラザ〉

園本店／神戸市兵庫区塚本通2 - 1 - 1
露０７８（5 7 5 ）３１２０（代）

但東店／神戸市兵庫区大開通２－１－２
意０７８（5 7 6 ）００５４（代）

酷

131

ち
無
関
係
で
は
な
く
、
ど
こ
か

で
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

★
す
べ
て
の
物
に
対
す
る

い
た
わ
り
の
心
、
感
謝
の
心

針
供
養
の
風
習
も
地
方
に
よ

っ
て
異
な
り
、
神
社
や
寺
の
境

内
に
あ
る
ソ
テ
ッ
の
根
元
に
針

を
埋
め
て
供
養
す
る
所
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
が
、
と
う

ふ
や
こ
ん
に
ゃ
く
等
に
針
を
刺

し
供
養
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ

う
だ
。
柔
ら
か
い
物
に
針
を
刺

す
風
習
は
、
固
い
縫
い
物
で
折

れ
た
針
や
古
い
針
を
い
た
わ
る

日
本
人
の
優
し
い
心
の
現
わ
れ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

厳
島
神
社
（
淡
島
神
社
）
で

は
、
２
月
８
日
、
兵
庫
区
連
合

婦
人
会
、
日
本
和
裁
士
会
兵
庫

県
支
部
な
ど
の
協
賛
の
も
と

に
、
各
家
庭
か
ら
納
め
ら
れ
た

譲鱗騨蟻溌癖鋳霊ｑ

Ｆ

針塚。石碑の要面には「清らかに光りし玉を氏神の御前に残すおも
き石塚」と歌が刻まれている。

古
針
や
折
針
を
供
養
し
て
、
境

内
の
針
塚
に
埋
め
土
に
か
え
す

「
和
裁
や
洋
裁
に
親
し
ん
で
い

る
女
性
や
家
庭
の
主
婦
達
が
、

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
手
芸
品

の
か
が
り
手
趣
や
薬
玉
な
ど
と

と
も
に
針
を
納
め
に
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
和
洋
裁

学
校
の
生
徒
さ
ん
、
和
裁
業
。

刺
繍
業
の
方
、
洋
服
屋
さ
ん
も

多
い
で
す
ね
。
東
は
伊
丹
、
尼

崎
、
西
は
加
古
川
や
加
西
の
遠

方
か
ら
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
」
と
嶋
津
幹
二
宮
司
は
終

日
賑
わ
う
様
子
を
話
す
。

最
近
で
は
縫
針
、
ミ
シ
ン
針

の
ほ
か
に
お
医
者
さ
ん
の
注
射

針
や
、
太
公
望
達
の
釣
針
ま
で

納
め
ら
れ
る
と
い
う
か
ら
面
白

い
。
時
代
を
反
映
し
て
祭
り
の

内
容
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
わ
け
だ
。

「
針
供
養
は
す
べ
て
の
も
の
に

命
が
あ
る
と
す
る
日
本
古
来
の

も
の
の
考
え
方
の
現
わ
れ
で

す
。
す
べ
て
の
も
の
を
い
た
わ

り
、
感
謝
す
る
心
が
、
人
間
生

活
を
豊
か
に
し
、
潤
い
の
あ
る

社
会
を
創
り
上
げ
る
の
で
す
」

と
、
ゆ
か
し
い
伝
統
的
行
事
の

意
義
を
語
る
嶋
津
宮
司
の
こ
と

ば
の
中
に
、
虹
世
紀
社
会
創
造

の
た
め
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
あ
る
。

口
厳
島
神
社
／
兵
庫
区
永
沢
町
４
丁
目

宮
５
７
５
１
８
７
２
４

新
開
地
駅
西
へ
２
０
０
Ｍ

ﾛ

蕊 本店塚本通３丁目壷5 7 5 - 8 8 6 8
センタープラザ西館2 Ｆ･ 壷3 3 2 - 3 5 0 0
センタープラザ2 F 念3 3 2 - 2 7 6 7
メトロこうぺ･ 神戸タウン念3 4 l - 0 4 3 9
さんプラザ３F 壷 3 9 1 - 3 7 2 0

迩曹さ講柳熊福
金5 7 6 = 0 3 3 0

瀧縛i難隷j；

慶びの家具

繍蕊
蕊有馬芳春堂

ＯＲＩＧｌＮＡＬ
ＴＡＢＩ
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た
い
と
思
い
ま
す
。

唾
宗
派
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

葬
儀
に
は
仏
式
、
神
式
、
キ
リ
ス
ト

教
式
か
ら
無
宗
教
葬
ま
で
あ
り
、
そ
の

飾
り
付
け
等
も
お
の
ず
と
違
い
ま
す
。

特
に
仏
式
に
お
い
て
は
、
宗
派
に
よ
っ

て
飾
り
付
け
に
違
い
が
あ
る
の
で
、
必

ず
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

回
故
人
の
写
真
を
探
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。祭

壇
に
飾
る
遺
影
が
必
要
で
す
の
で

で
き
る
だ
け
鮮
明
な
写
真
（
で
き
れ
ば

ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
）
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

回
遺
族
、
親
族
並
び
に
一
般
会
葬
者
数

を
予
測
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

会
葬
礼
状
、
粗
供
養
品
、
通
夜
等
の

手
配
の
関
係
上
、
会
葬
者
数
等
を
あ
る

●
●
⑥

葬
儀
・
寝
台

㈱
大
谷
徳
風
社

神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
丁
目
、
１
浬

茸
（
０
７
８
）
６
２
１
１
０
０
８
９

人
生
の
最
終
を
飾
る
大
切
な
儀
式
で

あ
る
葬
儀
は
、
荘
厳
な
中
に
も
厳
粛
を

き
わ
め
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
葬
儀
は
そ
の
地
方
に
よ
っ

て
習
慣
も
異
な
り
、
突
然
の
出
来
事
な

の
で
非
常
に
と
ま
ど
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
い

う
え
に
、
短
時
間
で
準
備
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
遺
族
に
と
っ
て

は
悲
し
み
に
加
え
一
層
の
負
担
と
な
り

ま
す
。近

年
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
間
で
は

儀
式
等
に
対
す
る
関
心
も
薄
れ
て
き
て

お
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
る

人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
れ
だ
け
は
準
備

し
て
お
き
た
い
、
と
い
う
事
柄
を
書
き

☆
〃
こ
こ
ろ
〃
の
歳
時
記
〈
３
〉

大
谷
晃
世
〈
㈱
大
谷
徳
風
社
・
代
表
取
締
役
〉

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は

程
度
、
予
測
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
予
測
す
る
方
法
と
し
て
は
故
人
の

生
前
の
交
際
範
囲
と
遺
族
の
交
際
範
囲

を
合
わ
せ
た
も
の
が
、
一
つ
の
目
安
と

な
り
ま
す
。
年
賀
状
の
受
け
取
っ
た
枚

数
か
ら
推
測
す
る
の
も
よ
い
方
法
で
し

ょ
う
。
な
お
、
遺
族
、
親
族
の
名
簿
を

作
成
し
て
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

国
世
話
役
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
に
は
、
葬
儀
一
切
を
ご
遺
族

だ
け
で
す
べ
て
と
り
し
き
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
親
戚
や
友
人
、
勤
務
先

町
内
会
等
の
人
の
う
ち
か
ら
、
信
頼
で

き
る
人
に
引
き
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。

回
故
人
に
着
せ
る
衣
服
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

故
人
に
最
後
に
着
せ
る
衣
服
な
の
で

こ
ぎ
れ
い
な
も
の
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
ま
だ

ま
だ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
出

て
き
ま
す
。
そ
の
様
な
時
に
お
役
に
立

つ
べ
く
、
大
谷
徳
風
社
（
全
日
本
葬
祭

業
協
同
組
合
連
合
会
所
属
）
は
、
日
頃

か
ら
葬
儀
に
関
す
る
技
術
研
修
を
重
ね

て
い
ま
す
。
ま
た
、
葬
祭
専
門
事
業
者

と
し
て
長
年
経
験
を
積
ん
で
お
り
ま
す

「
い
ざ
と
い
う
時
」
は
大
谷
徳
風
社
へ

「
親
切
」
「
丁
寧
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ま
ど

こ
ろ
を
こ
め
て
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

１
１３２
１

a

絵／山川勝彦

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



コウベファッションソサエティ

Ｋ・函.Ｓ･news9１☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

⑦' ８３Ｋ. ＥＳ. 』恒例クリスマスパーティ開く

' ８４ロスオリンピック
クリスマス大会
於／風月堂地下ホール

患i淵

「からだの不自由な人の衣服」出版惚力者

1 9 8 4 年に開催される「ロサンゼルス
オリンピック」が、一足早く神戸の町
にやって来た？元町１番街から聖火を
かかげたサンタクロース（柿本Ｋ, ＥＳ
会長）が、凧月堂ホールに、代表選手
をひきつれてオリンピッククリスマス
の幕開け…。
１２月９日( 金) 、恒例のＫＦ. S ・クリ

1 3 3スマス会が、風月堂ホールに於てＰＭ
ｌ：６．００より開かれた。今年のクリス

マス会は、来年のロスオリンピックに
ちなんだ企画で全てが進行｡ ｢ 赤｣ ｢ 青」
「黄」「緑」「黒｣ の五色のチーム別編

成オリンピックゲーム。存分に“オリ
ンピック”を遊ぶ楽しい夜であった。
乾杯の音頭は、にしむらコーヒーの川
瀬オーナーと漫画家の高橋孟さんが。
その後、ジャンケンゲームがあちらこ
ちらでにぎやかに行なわれるかと思え
ば、同時に響き渡る滝エリ子さんのク
リスマスソングに、会場の人々はつい
ウットリと聞きほれてしまうなどe t c 。
" 静”“動”と
もに、訪れた人
々は、思う存分
に雰囲気に酔っ
ているという感
じ｡輪の中に入巽悪墨ﾘ ｰに点灯
った男女のカップルが、フーセンを割
るゲーム“オリンピックゲーム" 、各
チーム対抗歌合戦、その他ファッショ
ンショーなどが、次点に繰りひろげら
れ、年々商品が豪華になっていく抽選
会では、番号をよみ上げる司会者（小
泉神戸っ子副編集長）に全員が注目。

事務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1

月刊神戸つ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）３３１－２２４６

クリスマス会のラストは、キャンドル
サービス。全員が１本ずつローソクを
持ち、クリスマスソングの合唱、ロー
ソクにともる火を見つめながら、各自
が、８４年への希望の火を胸にともしオ
リンピッククリスマスは幕を閉じた。

・会員ニュース
☆神戸市立心身障害福祉センターに所属し、ＫＦ
ｓの会員でもある米田博司さんが中心となって編
集した「からだの不自由な人の衣服」という本が
発刊され現在発売中です。ＫＦｓのメンバーの協
力も得ており、話題集中です。

＜ミネルヴァ書房2 0 0 0 円＞
★ＫＦｓ会員田中謙司さんのお父
さん田中補三郎さんが5 8 年1 1 月１０
日、紳士服仕立てにおける「労働
大臣蛍」を受賞しました。洋服仕
立て一筋に5 6 年間歩みつづけた田
中さんを祝い、盛大な受貧記念会
が、１２月１日オリエンタルホテル
で開かれた。

師睡盤

田中さん親子

神戸ファッション研究所設立基金募
集中.ノ

・２月のマンスリーサロン
日時／２月1 7 日（金）ＰＭ７：００～
場所／勤労会館４Ｆ会費／1 0 0 0 円
「人財り」をテーマにした第
７回目のマンスリーサロンは
ワールド会長木口衛さんを迎
えてお送りします。
ワールド式‘f 人財り' ' とは？

。２月の理事会
日時／２月３日（金）ＰＭ６
場所／婆裟羅
会蛮／6 0 0 0円

ＰＭ６：００
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赤
坂
恭
悦
さ
ん
（
ｖ
Ａ
Ｎ
ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
シ
ョ
ッ
プ
）
を
訪
ね
て

ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

羅蕊鶏

蕊駕鱗識
１
９
６
０
年
か
ら
和
年
代
半
ば
ま
で
、
日
本
中
の
若
者
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
１
９
７
８
年
に
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
ヴ
ァ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。
し
か
し
翌
年
ｎ
月
に
は

Ｖ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
再
建
に
成
功
し
た
。
今
Ｖ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー

プ
の
一
部
門
と
し
て
展
開
さ
れ
、
全
グ
ル
ー
プ
総
売
り
上
げ
中
４

割
強
を
占
る
㈱
ヴ
ァ
ン
カ
ン
パ
ー
ー
ー
販
売
会
社
「
Ｖ
Ａ
Ｎ
・
Ｋ
Ｅ

再
び
神
戸
に
ブ
ー
ム
を
呼
ぶ
か

Ｐ

４

Ｎ
Ｔ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
神
戸
店
店
長
赤
坂
恭
悦
さ
ん
に
、
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

ｌ
ｖ
Ａ
Ｎ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は
一
世
を
風
議
し
ま
し
た
ね
。
今

の
時
代
に
ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
か
が
で
す
か
。

赤
坂
す
ご
い
時
期
で
は
、
４
５
０
億
ぐ
ら
い
の
売
り
上
げ
が
あ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ア
イ
ピ
ー
ブ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
第
一
期
、

、
大
第
二
期
…
と
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
全
盛
期
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
ま

塞
識
あ
、
今
は
、
決
し
て
全
盛
期
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
ア
イ
ビ
ー
少

奉
識
年
は
多
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
は
や
り
す
た
り
は
な
い
も
の
な
ん

の
、麺潅

で
す
ね
。

鋒
ｌ
そ
う
い
う
意
味
で
峰
去
年
の
⑫
月
に
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ

密
醗
ル
・
ハ
ー
テ
ィ
ー
は
、
全
盛
期
を
呼
び
起
こ
す
Ｐ
Ｒ
作
戦
？

”
帳
赤
坂
Ｐ
Ｒ
作
戦
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
神
戸
店
の
一
一
一
周

恥
樗
年
記
念
と
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
と
い
う
英
国
風
の
会
場
で
、
お
客

趣
味
様
に
タ
キ
シ
ー
ド
を
装
っ
て
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
企
画
し
ま

趣
毒
し
た
。
少
し
残
念
な
の
は
、
も
う
少
し
前
も
っ
て
日
時
な
ど
を
よ

”
』
く
検
討
し
て
い
た
ら
…
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

蕊
ｌ
新
し
い
ｖ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
体
制
に
所
属
す
る
１
グ
ル
ー
プ
の

却
制
販
売
会
社
が
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
・
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
シ
ョ
ッ
プ
に
な
る
ん
で
す
ね

》
》
鴎
赤
坂
そ
う
で
す
。
Ｖ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
の
は
蕊
㈱
ヴ
ァ
ン
ジ

》
》
拝
糾
討
伊
昌
拙
吾
郡
評
湖
碓
蝋
封
粘

１
１３４
１
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心

瀬
§

題雷

i；

る
わ
け
で
す
。

ｌ
ｖ
Ａ
Ｎ
シ
ョ
ッ
プ
と
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
シ
ョ
ッ
プ
と
の
比
較
は
？

赤
坂
ま
ず
、
年
齢
層
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｖ
Ａ
Ｎ
シ
ョ

ッ
プ
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ビ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
好
む
高
校
。

吋

蟻 週

ｑ

雛鰯
雲ミー狸一画望叫興拙 蔀

大
学
生
が
多
い

鋤
で
す
ね
。
そ
れ

蔀
で
も
、
最
近
で

唖
は
、
中
学
生
に

一
一
も
だ
い
ぶ
ん
広

氏準
ま
っ
て
き
て
ま

認
す
よ
。
Ｋ
Ｅ
Ｎ

》
Ｔ
シ
ョ
ッ
プ
は

鍵
盤
Ｖ
Ａ
Ｎ
で
育
つ

、
”
た
二
十
代
以
上

皿
鋤
の
お
客
様
が
お

唾
塞
求
め
に
な
る
ア

左
鏑
ダ
ル
ト
感
覚
の< 上右＞京都から駆けつけたお二人はメンズクラブから出てきたよう。左の彼はオーダ

ーメイド、右の彼はＫＥＮＴのひと揃え。
＜上左＞紺のブレザーとチピタイできめたカップル。やや緊張気味ですね。
< 下右＞大学生のお二人もトラッドスタイルでパッチリ。ポケットチーフまで気を配り

おしゃれですね。彼女は？
< 下左＞出ましたアイビーギャル｡ 紺のダブルプレザーにタータンチェックのスカート。

メガネもなかなかチャーミングですね。 も
の
で
ト
ラ
ッ
ド
志
向
で
す
。

ｌ
神
戸
の
街
に
ト
ラ
ッ
ド
は
似
合
い
ま
す
か
．

赤
坂
そ
う
で
す
ね
え
。
僕
は
、
東
北
出
身
者
な
の
で
よ
く
わ
か

ら
な
い
ん
で
す
が
、
長
い
目
で
見
て
い
く
と
、
街
が
椅
麗
で
、
ア

イ
ビ
ー
や
ト
ラ
ッ
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
よ
く
似
合
う
街
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
バ
ッ
チ
リ
と
ア
イ
ビ
ー
で
き
め
て
い
る
人
達
も
多
く
な

っ
て
き
て
ま
す
し
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
着
こ
な
し
も
さ
ま
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
め
ざ
め
て
き
て
い
る
と
い
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

ｌ
神
戸
店
と
し
て
の
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
．

赤
坂
昨
年
行
な
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
企
画
は
、
ど
ん
ど

ん
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
や
は
り
顧
客

管
理
に
な
り
ま
す
ね
。

長
年
に
わ
た
っ
て
〃
い
い
も
の
〃
を
着
て
い
た
だ
け
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
か
ら
、
て
い
ね
い
に
そ
れ
で
い
て
楽
し
く
、
ル
ー
ル

を
守
り
な
が
ら
お
客
様
に
お
売
り
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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心
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く
霧
－

こ
の
あ
い
だ
、
さ
る
重
役
さ
ん
に
逢
っ
た
。
二
、
三
度
逢
っ
た

人
だ
が
、
こ
ん
ど
初
め
て
打
ち
明
け
ら
れ
た
。

そ
れ
は
六
年
ほ
ど
ま
え
、
東
京
で
漫
画
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
あ

っ
て
、
山
藤
さ
ん
の
描
か
れ
た
私
の
絵
も
競
売
（
せ
り
）
に
出
た

そ
う
だ
。
何
人
か
の
か
け
声
が
出
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
こ
の

重
役
さ
ん
は
ウ
ン
と
値
と
張
っ
て
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
聞
か

さ
れ
て
〃
よ
か
っ
た
／
〃
と
私
は
嘘
っ
た
。

も
し
も
売
れ
な
く
て
、
い
つ
ま
で
も
『
私
』
が
さ
ら
さ
れ
て
い

た
な
ら
、
そ
し
て
そ
の
現
場
に
私
が
い
た
ら
、
ほ
ん
ま
に
、
つ
ら

い
こ
っ
ち
ゃ
。

重
役
が
今
日
ま
で
私
に
か
く
さ
れ
て
い
た
の
は
カ
ヶ
声
ひ
と
声

落
し
た
、
そ
れ
を
私
に
失
礼
と
思
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
と
ん
で

も
な
い
、
神
さ
ま
と
手
を
あ
わ
し
て
そ
の
人
を
拝
ん
だ
次
第
。
そ

れ
で
つ
ぎ
の
日
、
そ
の
現
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
ハ
ガ
キ
く
ら

い
の
大
き
さ
で
よ
く
私
の
と
く
ち
よ
う
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

、
、

そ
の
人
は
》
」
れ
を
い
き
な
特
製
の
額
ぶ
ち
に
お
さ
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
で
そ
の
〃
私
″
の
絵
の
み
を
こ
こ
に
小
さ
く
（
大
き
く

す
る
と
山
藤
さ
ん
の
版
権
を
犯
す
か
も
し
れ
ぬ
ゆ
え
）
お
見
せ
し

よ
う
。
し
か
し
重
役
さ
ん
が
落
し
ち
ま
っ
た
の
だ
か
ら
版
権
は
そ

の
人
で
あ
ろ
う
と
も
思
う
。
と
に
か
く
私
は
落
さ
れ
て
ホ
ッ
と
し

た
。
あ
あ
落
ち
て
よ
か
っ
た
ノ
．

×

去
年
の
年
の
暮
れ
、
岐
阜
に
講
演
に
行
っ
た
。
呑
め
ぬ
私
は
夜

は
ホ
テ
ル
で
読
書
す
る
。
す
る
と
講
演
の
依
頼
者
が
、
せ
め
て
一

杯
、
あ
な
た
は
お
ジ
ュ
ー
ス
で
も
と
、
つ
い
に
、
そ
れ
は
意
外
と

も
い
い
た
い
ほ
ど
の
き
れ
い
な
バ
ア
に
連
れ
こ
ま
れ
た
。
し
か
も

ラ
プ
ソ
デ
ィ

春
宵
び
っ
く
り
狂
奏
曲 １

１３６
１

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

そ
こ
の
マ
ダ
ム
が
そ
の
日
の
ひ
る
ま
の
私
の
講
演
を
聞
き
に
行
っ

て
い
て
、
私
を
見
る
な
り
〃
ま
あ
〃
〃
あ
ら
″
〃
う
れ
し
い
〃
そ
ん

な
叫
声
で
私
を
見
た
。
さ
て
お
ジ
ュ
ー
ス
を
私
が
か
さ
ね
て
い
る

う
ち
、
す
べ
て
の
客
が
私
に
サ
イ
ン
サ
イ
ン
。
こ
の
ご
ろ
は
何
で

も
サ
イ
ン
、
こ
れ
が
挨
拶
が
わ
り
み
た
い
に
な
つ
ち
ま
っ
た
。
グ

リ
ー
ン
車
に
乗
る
と
四
歳
の
坊
や
ま
で
が
私
に
サ
イ
ン
し
て
ち
ょ

う
だ
い
。

そ
こ
で
サ
イ
ン
を
恥
も
忘
れ
て
す
ま
せ
た
と
き
、
こ
こ
の
き
れ

い
な
五
十
歳
く
ら
い
の
デ
ポ
ラ
・
カ
ー
そ
っ
く
り
の
そ
の
マ
ダ
ム

が
私
の
そ
ば
に
駆
け
よ
っ
て
、
さ
っ
と
着
物
の
す
そ
を
ま
く
り

〃
す
み
ま
せ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
こ
こ
へ
〃
。
見
る
と
絹
の
純

白
の
長
じ
ゅ
ば
ん
。
こ
り
や
駄
目
と
固
く
お
断
り
申
し
た
が
、
つ

い
に
つ
い
に
キ
キ
迫
る
そ
の
ケ
ン
マ
ク
に
、
私
は
ひ
と
筆
、
あ
や

し
く
も
下
手
く
そ
な
サ
イ
ン
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
客
の
一
人
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
ピ
シ
ャ
と
写
真
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
お
ら
れ
た
ぞ
／
、

×

サ
イ
ン
と
申
せ
ば
去
る
十
二
月
一
日
神
戸
で
映
画
講
演
直
後
、

そ
の
映
画
館
ロ
ビ
イ
で
の
サ
イ
ン
騒
ぎ
。

か
く
の
ご
と
く
私
ご
と
き
に
も
こ
れ
ほ
ど
の
サ
イ
ン
申
し
出
が

あ
る
な
ら
ば
、
先
刻
伝
え
た
重
役
の
絵
の
競
売
、
こ
れ
が
チ
ャ
リ

テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
考
え
、
こ
ん
ど
い
ろ
ん
な
人
の

●
。
、
、

絵
や
サ
イ
ン
を
神
戸
で
競
売
、
こ
れ
を
活
動
写
真
日
本
上
陸
第
一

。
■
⑤
●
●
■

歩
そ
の
神
戸
の
記
念
碑
の
基
金
に
当
て
て
は
い
か
が
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
神
戸
に
は
私
ご
と
き
で
は
な
く
、
も
っ
と
え
ら
い
人
が
い

っ
ぱ
い
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
私
は
こ
の
運
動
に
ひ
と
肌
ふ
た
肌
み
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肌
も
ぬ
ご
う
。

×

昨
日
、
セ
ネ
ガ
ル
映
画
「
エ
ミ
タ
イ
」
を
見
た
。
一
九
七
一
年

作
の
ウ
ス
マ
ン
・
セ
ン
ベ
ー
ヌ
監
督
作
品
。
三
月
初
め
東
京
の
岩

波
ホ
ー
ル
封
切
予
定
。

セ
ネ
ガ
ル
と
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
中
央
西
端
。
こ
の
ち
か
く
に
テ

レ
ビ
映
画
「
ル
ー
ツ
」
の
あ
の
奴
隷
の
ふ
る
さ
と
ガ
ン
ビ
ア
が
あ

る
。

「
エ
ミ
タ
イ
」
と
は
神
様
の
名
。
一
九
四
一
年
、
ま
だ
セ
ネ
ガ

ル
が
フ
ラ
ン
ス
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
ろ
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
記
録
映

画
で
な
く
こ
の
監
督
の
手
に
な
る
映
画
脚
本
。

ド
イ
ツ
と
戦
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
セ
ネ
ガ
ル
か
ら
も

若
者
を
兵
士
と
し
て
強
制
徴
用
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
こ
こ
の
民

族
の
主
食
の
米
ま
で
強
制
供
出
さ
せ
た
の
で
、
つ
い
に
族
長
た
ち

が
集
ま
っ
て
エ
ミ
タ
イ
に
戦
い
の
許
し
を
乞
い
に
ゆ
く
。
エ
ミ
タ

イ
は
見
上
げ
る
巨
木
。
そ
の
老
木
は
両
手
を
空
に
か
か
げ
た
ご
と

く
、
こ
の
地
の
民
族
は
こ
の
神
を
雷
神
と
も
呼
ん
だ
。
戦
い
の
神

と
も
呼
ん
だ
。

ト
ー
キ
ー
初
期
に
Ｍ
・
Ｇ
ｏ
Ｍ
の
ア
メ
リ
カ
映
画
が
「
ト
レ
イ
ダ

ー
。
ホ
ー
ン
」
と
い
う
劇
映
画
を
つ
く
り
、
そ
の
ロ
ケ
隊
が
ア
フ
リ

カ
ま
で
ゆ
き
ア
フ
リ
カ
土
民
族
の
会
話
も
録
音
し
た
。
こ
の
実
感

が
こ
の
映
画
に
ア
フ
リ
カ
・
ム
ー
ド
を
あ
ふ
ら
せ
た
。
そ
れ
が
今

や
本
物
の
セ
ネ
ガ
ル
の
ア
フ
リ
カ
人
た
ち
（
数
人
の
白
色
フ
ラ
ン

ス
人
以
外
す
べ
て
土
民
エ
キ
ス
ト
ラ
）
の
映
画
が
や
っ
て
き
た
。

〃
ワ
タ
リ
″
〃
コ
ン
ガ
″
〃
ブ
ア
ナ
″
こ
の
よ
う
な
プ
チ
切
っ
た

単
語
の
連
続
で
会
話
す
る
そ
の
発
音
の
カ
ン
高
い
ひ
び
き
と
発
声

に
は
思
わ
ず
聞
き
惚
れ
て
し
ま
う
。

こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
映
画
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
で
な
く
、
ほ
ん
と
う

の
ア
フ
リ
カ
人
の
手
に
な
る
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
映
画
。
録
音

係
り
は
ム
ボ
ウ
、
製
作
主
任
は
バ
ロ
、
こ
れ
ら
の
名
か
ら
見
て
も

セ
ネ
ガ
ル
の
人
で
あ
ろ
う
。

ア
フ
リ
カ
人
の
手
に
な
る
ア
フ
リ
カ
映
画
。
セ
ネ
ガ
ル
の
本
も

の
の
映
画
。
セ
ネ
ガ
ル
の
草
原
に
て
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
ス
タ
ッ

フ
で
映
画
製
作
を
し
て
い
る
の
だ
。
び
っ
く
り
で
す
ね
ェ
。

７
Ｅ

ｌ
３
１
判
Ｉ
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☆
神
戸
で
Ⅶ
年
ぶ
り

当
代
女
義
太
夫
名
撰
会

２
月
３
日
（
金
）
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

哩
時
半
４
時
半
３
０
０
０
円

け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
豆
』
う
ほ
ち
ゅ
う

八
唇
一
の
部
Ｖ
傾
城
阿
波
鴫
一
戸
・
増
補
忠

し
ん
ぐ
ら
し
ん
き
よ
く
つ
り
お
ん
な

唖
緬
か
緬
仙
鈎
鐸
権
涯
亜
識
堪
燕
輝
確
鐸

も
ん
だ
て
む
す
め
こ
い
の
ひ
が
の
こ

文
・
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子

※
昼
夜
と
も
人
形
解
説
が
あ
り
ま
す
．

現
在
第
一
線
で
活
躍
中
の
女

流
義
太
夫
の
最
高
峰
を
あ
つ
め

こ
れ
に
文
楽
か
ら
、
人
間
国
宝

の
吉
田
玉
男
、
桐
竹
勘
十
郎
両

師
を
は
じ
め
、
文
雀
・
裳
助
・

文
吾
な
ど
花
形
の
人
形
を
加
え

さ
ら
に
、
東
京
か
ら
人
間
国
宝

の
竹
本
土
佐
贋
太
夫
の
参
加
を

得
て
、
豪
華
な
舞
台
が
く
り
広

げ
ら
れ
る
。

神
戸
で
女
義
太
夫
の
会
が
行

わ
れ
る
の
は
知
年
ぶ
り
と
い
う

こ
と
で
、
地
元
で
活
躍
す
る
神

代
初
美
、
竹
本
染
登
、
竹
本
住

友
、
竹
本
綾
香
を
は
じ
め
、
出

演
者
た
ち
の
意
気
ご
み
も
大
き

ｇ
ｏ
”
国
・
※
錬

誇
塞
鰻
§
鎮
莱
痔
遥
楯
☆
霊

西
宮
奥
谷
記
念
美
術
館
一
般
７
０
０
神
戸
文
化
中
赤
‐
ル
７
時
（
四
夜
と
も
）
２
月
３
日
（
金

円
ｍ
時
１
５
時
０
円
（
当
日
座
席
指
定
）
四
夜
通
し
券
八
昼
の
部
Ｖ
け

絵
本
の
絵
が
筆
術
の
一
分
野
（
典
儒
：
）
…
’
円
儲
蝋

と
し
て
近
年
評
価
さ
れ
る
よ
う
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
八
夜
の
部
Ｖ
え

に
な
っ
て
き
た
が
、
同
美
術
館
を
代
表
す
る
演
奏
家
た
ち
に
ょ
戦
．
藍
蕊

で
は
過
去
８
回
に
わ
た
り
、
室
る
、
魅
力
の
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
※
昼
夜
と
も
人

町
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
絵
本
が
四
夜
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る
現
在
第

の
歴
史
を
た
ど
る
試
み
や
海
外
こ
の
催
し
は
、
ま
た
、
神
戸
流
義
太
夫
（

の
絵
本
と
の
比
較
な
ど
、
さ
ま
文
化
ホ
ー
ル
開
館
加
周
年
記
念
こ
れ
に
文
寺

ざ
ま
な
角
度
か
ら
絵
本
に
つ
い
行
事
の
樟
尾
を
飾
る
も
の
で
も
の
吉
田
玉
顧

て
の
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
あ
る
。

今
回
の
絵
本
原
画
展
で
は
現

代
の
作
家
の
作
品
約
６
５
０
点

に
よ
り
最
新
刊
あ
る
い
は
過
去

数
年
間
に
出
版
さ
れ
た
絵
本
を

通
し
て
、
絵
本
の
現
状
を
探
る

ま
た
、
特
別
陳
列
と
し
て
、

中
谷
千
代
子
の
作
品
に
焦
点
を

あ
て
、
彼
女
の
仕
事
を
見
る
と

と
も
に
人
間
性
に
も
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
展
観
し
て
い
る
。

☆
本
展
に
愛
読
者
、
名
様
を
御
招
待
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
づ
子

「
絵
本
展
」
係
ま
で
。
２
／
釦
締
切
。

磯綴
灘蕊

｢ 花うりむすめ」
村上幸一

☆
日
本
を
代
表
す
る
演
奏
家
に

よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
７
時
（
閥
夜
と
も
）

Ａ
２
２
０
０
円
（
指
定
席
）
Ｂ
１
９
０

０
円
（
当
日
座
席
指
定
）
四
夜
通
し
券

（
Ａ
席
の
み
）
８
０
０
０
円

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界

を
代
表
す
る
演
奏
家
た
ち
に
よ

る
、
魅
力
の
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト

が
四
夜
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る

こ
の
催
し
は
、
ま
た
、
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
開
館
加
周
年
記
念

行
事
の
樟
尾
を
飾
る
も
の
で
も

あ
る
。

圃
辻
久
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

３
月
６
日
（
火
）

画
清
水
和
音
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
３

月
瓢
日
（
水
）

園
千
葉
馨
ホ
ル
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
３
月

９
日
（
金
）

園
伊
原
直
子
・
林
賊
デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー

ト
３
月
岨
日
（
金
）

灘
》
綴
》

二
蕊
》
鴬
》

一
識
細
．
繍
部
蹴
溌
藤
入
場

券
で
、
２
回
と
も
聴
講
で
き
ま
す
）

く
、
華
や
か
で
充
実
し
た
舞
台

が
期
待
さ
れ
る
。

☆
人
形
浄
瑠
璃
〃
文
楽
″

神
戸
公
演

３
月
哩
日
（
火
）
２
時
６
時
神
戸
文

化
中
ホ
ー
ル
一
階
２
５
０
０
円
二
階

２
０
０
０
円
学
生
１
０
０
０
円

に
に
ん
さ
ん
ば
そ
う
い
都
こ
え
ど
う
ち

磯
認
峯
議
駕
篭

し
よ
う
う
つ
し
あ
さ
が
お
ば
な
し

八
夜
の
部
Ｖ
生
写
朝
顔
話

日
本
の
伝
統
的
な
人
形
劇
の

一
つ
で
あ
る
〃
文
楽
″
が
今
年

も
公
演
さ
れ
る
。
昨
年
に
引
き

続
い
て
上
演
前
に
、
演
し
物
の

見
ど
こ
ろ
や
聴
き
ど
こ
ろ
に
つ

い
て
話
さ
れ
る
文
楽
教
室
が
開

催
さ
れ
る
。

融

清水和音

雲

雪
舞
踊

| ~ ガルボの幻想」より

古
典
芸
能

☆
西
独
・
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト

バ
レ
エ
団
Ⅱ
年
ぶ
り
に
来
日

４
月
型
日
（
土
）
神
戸
寡
化
大
ホ
ー
ル

６
時
半
Ｓ
１
３
０
０
０
円
Ａ
１
１
０

０
０
円
Ｂ
９
０
０
０
円
Ｃ
７
０
０
０

円
Ｄ
５
０
０
０
円
学
生
３
０
０
０
円

表で １
１３８
１

ノ
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☆
男
は
ん
に
は

わ
か
ら
し
ま
へ
ん

出
演
／
名
取
裕
子
、
風
間
杜
夫
、
岡
田
柴

利
子
、
三
田
村
邦
彦
、
三
田
佳
子
他

三
宮
東
映
に
て
公
開
中
‐

「
序
の
舞
」
明
治
か
ら
昭
和

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
精
力
的

に
活
躍
し
て
い
る
西
独
“
シ
ュ

ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
バ
レ
エ
団
が
ｎ

年
ぶ
り
に
来
日
す
る
。

今
回
は
モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ヤ

ー
ル
振
付
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド

ン
、
マ
リ
シ
ア
・
ハ
イ
デ
主
演

に
よ
る
「
ガ
ル
ボ
の
幻
想
」
を

は
じ
め
、
現
代
バ
レ
エ
の
最
先

端
を
い
く
気
鋭
振
付
家
の
傑
作

が
競
演
さ
れ
る
。

軍
。
※
砲
：

☆
谷
村
新
司
コ
ン
サ
ー
ト
☆
マ
ス
ク
プ
レ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ー
日
（
水
）
２
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
「
孫
悟
空
」

際
会
館
Ａ
３
０
０
０
円
Ｂ
２
８
０
５
日
（
日
）
、
時
半
２
時
６
日
（
且

０
円
Ｃ
２
５
０
０
円
、
時
Ｓ
１
８
０
０
円
Ａ
１
５
０
０

☆
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ト
リ
オ
ア
ン
ド
フ
ァ
円
Ｂ
１
２
０
０
門

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
☆
俳
優
座
公
演
「
テ
ン
ペ
ス
ト
ー
こ
の

哩
日
（
日
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
す
ば
ら
し
い
新
世
界
ｌ
」

１
０
０
０
円
塑
日
（
木
）
ｌ
妬
日
（
日
）
６
時
お
分
晶

☆
大
橋
純
子
コ
ン
サ
‐
卜
日
は
１
時
半
の
み
）
神
戸
文
＃
ホ
１

Ｍ
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
一
般
２
８
０
０
円
労
演
会
員
２

ル
Ａ
２
８
０
０
円
Ｂ
２
５
０
０
円
５
０
０
円

ｃ
２
２
０
０
円
領
尼
崎
親
子
劇
場
「
流
の
子
太
郎
」

☆
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会
「
あ
い
御
影
．
３
月
４
日
（
日
）
、
時
半
２
時
半

ン
サ
ー
ト
」
尼
崎
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
人
１

池
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会
館
２
０
０
円
小
人
８
０
０
円

議
琴
済
．
．

１
ホ
ー
ル
Ａ
３
８
０
０
円
Ｂ
３
０
☆
岡
田
昌
己
ス
ペ
イ
ン
を
踊
る

０
０
円

「
ラ
・
プ
ル
ー
ハ
」
ｌ
魔
女
Ｉ

☆
ジ
ャ
ン
Ⅱ
イ
ヴ
・
テ
ィ
ポ
ー
デ
ピ
ア
６
日
（
月
）
６
時
半
大
阪
厚
生
年
金
会

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
館
中
ホ
ー
ル
Ａ
６
５
０
０
円
Ｂ
５

迦
日
（
火
）
７
時
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ー
ー
ー
０
０
０
円
Ｃ
４
０
０
０
円

ホ
ー
ル
Ａ
３
０
０
０
円
Ｂ
２
５
０
☆
６
人
の
振
付
者
に
よ
る
創
作
バ
レ
エ

０
円

の
夕
べ

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
音
楽
の
広
場
」
公
開
収
録
ｎ
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

別
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

演
劇

☆
舞
踊
劇

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
花
吹
雪

３
月
６
日
（
火
）
・
７
日
（
水
）
神
戸
国
際

会
館
６
時
半
Ａ
６
０
０
０
円
Ｂ
５

０
０
０
円
Ｃ
３
８
０
０
円

中
国
か
ら
総
勢
１
－
０
０
名
の

甘
粛
省
歌
舞
団
が
初
来
日
、
華

一
嘩
陵
嘩
鴎
鱗
耀
一
癖
癖
恥
誇

鱗

雛雛
シルクロード花吹雪

花Ｉルるて披
吹ドクミく露
雪のロシれし

環
：

☆
市
民
映
画
劇
場
「
ラ
グ
タ
イ
ム
」

鵡
日
（
木
）
ｌ
蝿
日
（
土
）
６
時
半
（
狙
日

の
み
１
時
半
）
迦
戸
文
化
小
ホ
ー
ル

５
０
０
円

★
家
庭
養
睡
促
進
陸
会
主
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会

３
月
４
日
（
日
）
１
時
半
開
場
・
２
時
上

映
神
一
長
化
大
ホ
ー
ル
大
人
・
小

人
共
７
０
０
円

コ
ロ
ン
ビ
ア
映
而

「
ア
ニ
ー
」

☆
長
唄
五
挺
会

、
日
（
金
）
１
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

３
０
０
０
円

☆
吟
道
摂
楠
流
吟
道
大
会

⑲
日
（
日
）
、
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

☆
日
本
舞
踊
お
さ
ら
え
会
（
若
有
利
会
）

哩
日
（
日
）
皿
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

兵
庫
現
代
美
術
展
「
都
市
」

１
／
顔
１
２
／
”

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

〃
め
ぐ
り
逢
い
の
時
・
山
下
博
″
展

２
／
９
１
雌

☆
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
調
回
神
戸
二
紀
展
２
／
１
１
６

兵
庫
県
警
作
家
協
会
展２

／
酌
１
３
／
辺

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ド
・
ラ
・
ペ

モ
ニ
ッ
ク
Ⅱ
ラ
ン
セ
ロ
の
「
男
と
女
の

バ
レ
エ
の
パ
・
ド
ゥ
・
ド
ゥ
」２

／
ｕ
ｌ
過

☆
住
吉
倶
楽
部

卯
の
花
釜
の
河
添
清
子
・
陶
器
展

２
／
型
１
３
／
４

★
大
丸
美
術
画
廊

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巨
匠
作
家
版
画
展

２
／
２
１
７

絵
画
・
工
芸
期
末
特
別
展
示
即
売
会

２
／
９
１
皿

日
本
画
巨
匠
版
画
展
２
／
妬
Ｉ
型

信
州
紬
・
広
瀬
忠
一
作
品
展２

／
銅
ｌ
配

★
そ
ご
う
美
術
画
廊

第
６
回
早
川
義
高
油
彩
展

２
／
３
１
８

萩
焼
・
岡
田
裕
作
陶
展

２
／
、
ｌ
妬

」
で
は
、
東
西
交
流
の
華
や
か

な
唐
代
を
舞
台
に
敦
堤
の
壁
画

を
描
く
老
画
匠
父
娘
と
西
域
の

人
々
と
の
心
温
ま
る
人
間
愛
の

ド
ラ
マ
が
絢
畑
豪
華
に
展
開
さ

れ
る
。忽

斎 古
典
芸
能 映

画

:議蕊蕊蕊漉蕊蕊i爵|噺

鍵,１Ｊ
園
を
モ
デ
ル
に
、
女
と
し
て
画

家
と
し
て
未
婚
の
母
と
し
て
生

き
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
サ
ク
セ
ス
・

ス
ト
ー
リ
ー
。

☆
愛
読
者
、
名
様
を
御
招
待
し
ま
す
。

希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子
「
序
の
舞
」

係
ま
で
。
先
着
順
で
郵
送
。

風
ピ
し
、

袴
女
性
と
し

錘
て
初
め
て

麺
文
化
勲
章

主
を
受
賞
し

た
上
村
松

に
か
け
て
画
家
と
し
て
一
世
を

１
１３９
１
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